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は， 両端:支持したときの荷重による抗をグ とし， ーたに同定のために生やる[!i'l定モーメントによ
るJ去をグ/ とする。交叉点反動力による技をはJrzとRを添加し℃るらわナものとすれば弐の棋
に寄〈ととが出来る。
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R" A， RI/B はさた の棋に求め得る。
第 8 図
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Eえに断面が階段変化する場合 ， 両端にl\1A， MBなるモーメ
ントを受けるとき修正モーメント鵠図のR〆'A，RI/Bとすれば第
9図を参照し(め，...，(9)式を臆用して弐 の如〈求め得る。
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(1め-(19)式にむいてあ=0とj:;-き， .f(X)の代りにRとし(Ò'JR 左求める。 交叉点反カに






(1) 長元:日本機械学会論文集， 13答， 43号〈昭22-1)
(2) 長元:日本機械学会論文集，守容， 36号〈昭18ーの
連績梁の撰み線に就ての一計算法
長 元 亀 久 男
解 析 的 方 法
第1図の様に任意のη径間連続梁ã:考え， 相隣れる任意。AB， BC径間に就て考えるものと
する。支点Aにゐけるモ{メントをlYlAとし支点Bにゐけるモ{メントをlV[B とし支点Cにた
けるモーメントをl\íc とするo AB， BC径聞をそれぞれl1んとナる。然らばAB径問BC
荏間にそれぞれ1簡の集中荷重P1， Pzをもっ場合lYlA， l\IB， Mc 聞の関係については既に知
られている様!'1:クロベロン定理によりさたの関係がある。
P1αlb1(l1 +α1) ， Pzα2 b2(l2+b2) l\íAl1 +2l\fB (l1十l2)+ Mc l2 =一一一一 一一 +一一 一 一…・・…・・・・・.(l)II l2 
との関係�図的に表現ナれば第1図を参照し(1)式の左辺につき ぞ
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